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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年1月31日(2019.1.31)

【公開番号】特開2017-111379(P2017-111379A)
【公開日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2017-023
【出願番号】特願2015-247355(P2015-247355)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/407    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ５１０　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ３０３　
   Ｇ０３Ｇ   15/01     　　　Ｙ
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/46     　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ    1/40     １０１Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月14日(2018.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録紙に画像を形成する画像形成手段と、
　前記記録紙に向けて光を発する発光素子を有し、前記記録紙に形成されたテスト画像か
らの反射光を測定する測定手段と、
　前記画像形成手段によって複数の第１記録紙に第１キャリブレーション用の第１テスト
画像を形成させ、前記第１テスト画像が形成された前記複数の第１記録紙の内の最初の記
録紙を前記測定手段が測定する前に、前記測定手段の第１予備発光を実行し、前記第１予
備発光後に前記測定手段によって前記複数の第１記録紙上の前記第１テスト画像を測定さ
せ、前記第１テスト画像の測定結果に基づいて前記第１キャリブレーションを実行し、前
記画像形成手段によって複数の第２記録紙に前記第１キャリブレーションと異なる第２キ
ャリブレーション用の第２テスト画像を形成させ、前記第２テスト画像が形成された前記
複数の第２記録紙の内の最初の記録紙を前記測定手段が測定する前に、前記測定手段の第
２予備発光を実施し、前記第２予備発光後に前記測定手段によって前記複数の第２記録紙
上の前記第２テスト画像を測定させ、前記第２テスト画像の測定結果に基づいて前記第２
キャリブレーションを実行する制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記第１キャリブレーションと前記第２キャリブレーションを連続し
て実行する場合、前記第２予備発光に要する時間を前記第１予備発光に要する時間よりも
短くすることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
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　前記制御手段は、前記第１キャリブレーションにおいて前記画像形成手段により形成さ
れる画像の濃度を調整するための画像形成条件を決定し、前記第２キャリブレーションに
おいて前記画像形成条件に基づいて前記第２テスト画像を形成することを特徴とする請求
項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記画像形成手段は、異なる色の画像を形成する複数の画像形成部を有し、
　前記制御手段は、前記第１キャリブレーションにおいて、前記複数の画像形成部により
形成される前記異なる色の画像の階調特性を前記第１テスト画像の測定結果に基づいて補
正し、
　前記制御手段は、前記第２キャリブレーションにおいて、前記複数の画像形成部により
形成される混色の画像の色を前記第２テスト画像の測定結果に基づいて補正することを特
徴とする請求項１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記画像形成手段は、異なる色の画像を形成する複数の画像形成部を有し、
　前記第１テスト画像は、前記異なる色毎の単色のテスト画像を含み、
　前記第２テスト画像は、前記異なる色を混色したテスト画像を含むことを特徴とする請
求項１乃至３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記測定手段は、回折格子と、前記回折格子により分光された反射光を受光するライン
センサとを有し、前記ラインセンサの受光結果に基づいて前記反射光の複数の波長の強度
を測定することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　記録紙に画像を形成する画像形成手段、前記記録紙に向けて光を発する発光素子を有し
、前記記録紙に形成されたテスト画像からの反射光を測定する測定手段を有する画像形成
装置で実行される画像形成方法であって、前記画像形成装置が、
　前記画像形成手段によって複数の第１記録紙に第１キャリブレーション用の第１テスト
画像を形成させ、前記第１テスト画像が形成された前記複数の第１記録紙の内の最初の記
録紙を前記測定手段が測定する前に、前記測定手段の第１予備発光を実行し、前記第１予
備発光後に前記測定手段によって前記複数の第１記録紙上の前記第１テスト画像を測定さ
せ、前記第１テスト画像の測定結果に基づいて前記第１キャリブレーションを実行し、前
記画像形成手段によって複数の第２記録紙に前記第１キャリブレーションと異なる第２キ
ャリブレーション用の第２テスト画像を形成させ、前記第２テスト画像が形成された前記
複数の第２記録紙の内の最初の記録紙を前記測定手段が測定する前に、前記測定手段の第
２予備発光を実施し、前記第２予備発光後に前記測定手段によって前記複数の第２記録紙
上の前記第２テスト画像を測定させ、前記第２テスト画像の測定結果に基づいて前記第２
キャリブレーションを実行し、
　前記第１キャリブレーションと前記第２キャリブレーションを連続して実行する場合、
前記第２予備発光に要する時間を前記第１予備発光に要する時間よりも短くすることを特
徴とする、画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題を解決するために、本発明にかかる画像形成装置は、記録紙に画像を形成
する画像形成手段と、前記記録紙に向けて光を発する発光素子を有し、前記記録紙に形成
されたテスト画像からの反射光を測定する測定手段と、前記画像形成手段によって複数の
第１記録紙に第１キャリブレーション用の第１テスト画像を形成させ、前記第１テスト画
像が形成された前記複数の第１記録紙の内の最初の記録紙を前記測定手段が測定する前に
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、前記測定手段の第１予備発光を実行し、前記第１予備発光後に前記測定手段によって前
記複数の第１記録紙上の前記第１テスト画像を測定させ、前記第１テスト画像の測定結果
に基づいて前記第１キャリブレーションを実行し、前記画像形成手段によって複数の第２
記録紙に前記第１キャリブレーションと異なる第２キャリブレーション用の第２テスト画
像を形成させ、前記第２テスト画像が形成された前記複数の第２記録紙の内の最初の記録
紙を前記測定手段が測定する前に、前記測定手段の第２予備発光を実施し、前記第２予備
発光後に前記測定手段によって前記複数の第２記録紙上の前記第２テスト画像を測定させ
、前記第２テスト画像の測定結果に基づいて前記第２キャリブレーションを実行する制御
手段と、を有し、前記制御手段は、前記第１キャリブレーションと前記第２キャリブレー
ションを連続して実行する場合、前記第２予備発光に要する時間を前記第１予備発光に要
する時間よりも短くすることを特徴とする。
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